
「高知の授業の未来を創る」推進プロジェクト事業

令和４年度 英語授業づくり講座

≪ 第１回 教材研究会 & 第２回 授業研究会 ≫

高知市立第四小学校 授業者 HRT：角 真未 教諭 ALT： Kyle Phibbs

「『高知の授業の未来を創る』推進プロジェクト事業 令和４年度高知の授業づくり講座」では，学習指導要領が目指す授業づくりを推し進めるとともに，日常的に授業研究に取り組む風土づくりを行い，自ら学び続け，共に高め合う教員の育

成を目指し，拠点校を会場に教材研究会・授業研究会を１セットとして実施します。高知市の拠点校である第四小学校の第１回【教材研究会】（５月25日実施），第２回【授業研究会】（６月16日実施）を中心に本単元の学びの様子を紹介します。

各研究会のレポートは，高知市
教育委員会 学校教育課のHP
をご参照ください。

発行 ： 令和５年３月
高知市教育委員会
学力向上推進室

① 伝え合う目的（必然性）がある。
② 相手意識がある。
③ 「本物」のコミュニケーションである。
④ コミュニケーションの楽しさや意義を感じることができる。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くこと
の言語活動を通して，コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

～小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語科 目標～

高知に来たばかりのALTの先生に高知のことを知ってもらい，行きたいと思ってもらえるように，伝えようとする内
容を整理した上で，自分の考えや気持ちなどを含めておすすめの場所を紹介することができる。

単元目標

領域 「話すこと（発表）－イ」 単元名 高知のおすすめの場所を紹介しよう Unit ３「Let’ｓ go to Italy」NEW HORIZON Elementary ６ English Course（東京書籍）

第１時 第２時（本時） 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時

目
標

ALTの先生の
おすすめの場所
を聞き取るとと
もに，単元の見
通しをもつ。

ALTの先生に
リサーチして得
た情報を踏まえ
て，おすすめの場
所を伝える。

おすすめの場
所と，その理由に
ついて尋ね合う。

おすすめの場
所の有名なもの
を調べて尋ね合
う。

おすすめの場
所の魅力や理由
など，伝えたい内
容を整理した上
で，自分の考えや
気持ちなどを話
す。

相手に分かりや
すく伝わるよう
に再構築して話
す。

高知に来たば
かりのALTの先
生に高知のこと
を知ってもらい，
行きたいと思っ
てもらえるよう
に，おすすめの場
所を紹介する。

目
指
す
子
供
の
発
話
例
（ｂ
基
準
の
評
価
）

Do you like ～?
Do you have 
～?
Can you ～?

You like cycling.
Let’s go to 
Kagami river.
You can see 
cherry 
blossoms.

Why do you like
～?
You can see ～. 
You can eat ～.

Why do you 
want to go to 
～?
You like ～. You
can see the 
statue of 
Sakamoto 
Ryoma. You 
can eat Kochi 
ice cream.

You like ～ . 
Let’s go to  
Katsurahama. 
Katsurahama is 
a nice place. 
You can see 
the statue of 
Sakamoto 
Ryoma. It’s 
cool. You can 
eat “Kochi ice 
cream”. It’s 
sweet.

You like ～ . 
Let’s go to  
Katsurahama. 
Katsurahama is 
a nice place. 
You can see 
the statue of 
Sakamoto 
Ryoma. It’s 
cool. You can 
eat “Kochi ice 
cream”. It’s 
like a sherbet.
It’s sweet.

You like ～. 
Let’s go to  
Katsurahama. 
Katsurahama
is a nice place. 
You can see 
the statue of
Sakamoto
Ryoma. Do you 
know Sakamoto 
Ryoma? He is
Samurai. It’s 
cool. You can 
eat “Kochi ice 
cream”. It’s 
like a sherbet. 
It’s sweet.

目標と指導と評価の一体化

『見方・考え方』を働かせながら，ステップアップの「言語活動」を積み重ねていく

それぞれの授業の終わりに，どのような力を付けたいか，「目指す子供の発話例」＝「ｂ基準の評価」を具体的に書くことで，単元ゴールに向けて
のシミュレーションをすることができ，軸をもって授業をつくることができる。

１．中間指導 ⇒ 子供に『思考の仕方』を見せよう

中間指導は，みんなが自分の表現として使えるようになるためにするもの。例えば，「〇〇が近い」と言いたい子供に対
して，「近い」という言葉だけにフォーカスをせずに，子供が言いたい言葉がどういう状況で使われているかを把握するこ
とが大事。

「何をどう言いたかったの？」「どこから近いの？」のように，かみ砕いて聞いていくことで，子供に「思考の仕方」を見せ
ていくこと，その繰り返しで子供は別の場面でも，言いたいことをかみ砕いて表現することができるようになる。

２．「CAN-DOリスト形式」の学習到達目標の活用
⇒ 子供がもっている知識（既習）を把握しておこう

子供は言いたいことを伝えるために，もっている知識を総動員し
て伝えようとする。教師は，子供がどんな言葉を知っているのか，
何ができるか，どこまで積み上げているのかを「CAN-DOリスト形
式」の学習到達目標で把握しておくことが大事である。

３．一人一台端末の活用 ⇒ 情報を蓄積していこう

一人一台端末の特色に「情報の蓄積」「情報の視覚化」がある。
小学校での指導は音声中心となるため，一人一台端末を活用
して記録に取り，視覚化していくとよい。単元を通して子供に
動画を撮りためさせること（情報の蓄積）で，自身の変容を見
比べさせること（見える化）ができる。

文部科学省初等中等教育局
視学官 直山 木綿子 先生

ICTの活用による指導の工夫

〈前時の振り返りを全体に共有〉 〈スプレッドシートに本時の振り返り
を入力する〉

ICTを活用し，共有することで，他者
の振り返りを見ることができ，互いに
気付きを得ながら自分の学びについて
考えを深めることができる。

≪協議の視点≫ 本時の中間指導は，本単元の目標の達成に向けた適切な中間指導となっているか。

◆中間指導の視点◆
〔言語面〕
・ 言いたかったけれど言えなかったことを確認。
・ 正しく表現できているか。
〔内容面〕
・ ALTの先生についてリサーチしたことが生かされているか。

城西中学校との連携 講師講話

日常生活に関する
身近で簡単な事柄
について，人前で
実物などを見せな
がら，自分の考え
や気持ちなどを，
簡単な語句や基本
的な表現を用いて
話すようにする。

身近で簡単な事柄
について，伝えよ
うとする内容を整
理した上で，自分
の考えや気持ちな
どを，簡単な語句
や基本的な表現を
用いて話すことが
できるようにする。

日常的な話題につ
いて，事実や自分
の考え，気持ちな
どを整理し，簡単
な語句や文を用い
てまとまりのある
内容を話すことが
できるようにする。

小・外国語科 中・外国語科外国語活動

小・中における「話すこと（発表）」の目標

前時の振り返りを
全体共有する。

単元ゴール及び
本時のねらいを確
認する。

ALTに質問をし，
得た情報をマッピ
ングする。

おすすめの場所
をペアで伝え合う。

おすすめの場所
を再度ペアで伝え
合う。

振り返りをする。

本時の目標 ALTの先生にリサーチして得た情報を踏まえて，おすすめの場所を伝えることができる。

情報の整理できるようになるこ
とを把握

内省，次時への見
通し

実際にカイル先生におすすめをする。

You like sushi. 
Let’s go to（寿司店名）.

学びのつながり

相手が知りたい情報か 目的に合った内容か

どうしたらもっと自分の
気持ちが伝わるのか

自分が知っている表現で
どのように伝えるか

【単元ゴール】高知に来たばかりのカイル先

生に高知のことを知ってもらい，行きたいと

思ってもらえるように，自分の考えや気持ち

などを含めておすすめの場所を紹介する。

外国語によるコミュニケーションによる見方・考え方

前時（１/７）から，カイ
ル先生のことを知るた
めに，質問をしてリサー
チを行い，マッピングを
することで，伝えようと
する内容を整理してい
く。

～言語活動と振り返りのサイクルを繰り返す～
ただ言語活動を行うのではなく，その間に中間指導を入れるこ

とで，子供は見方・考え方を働かせながら，資質・能力を身に付け
ていく。

・ 子供が言いたかったことを拾い，知っている言葉で
何とか表現できないかと考えさせていた。

・ 中間指導の後に，自分の表現に使えそうものはない
か，個で考える時間“Thinking Time”を取り，個人
で整理させていたことがよかった。

・ 子供が言いたいことをもっと掘り下げていくとよ
かったのではないか。

・ 伝える相手（ALTのカイル先生）が目の前にいるの
で，伝わるかどうか尋ねるなど，ALTをもっと活用で
きたのではないか。

言語活動とは 言語活動の設定のポイント

学習指導要領の外国語活動や外国語科においては，言語
活動は，「実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝
え合う」活動を意味する。

＊「小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブック」（2017年 文部科学省）

小中９年間の学びの系統性～小中連携～

＊第四小学校では，小学校１年時から英語教育を実施しており，単元を通して付けたい資質・能
力を，自校の「CAN-DOリスト形式」の学習到達目標で確認，設定をしている。（令和４年度現在）

学習指導要領では，小学校から高等学校までの指導の一貫性
が求められ，小学校から中学校への円滑な接続が重視されてい
る。小・中・高の指導を「言語活動を通して」行い，連続性，系統性
のある指導の実現のため，小中連携はより必要性が増している。

◆ 小中連携会議（年４回実施）
➡ 学習到達目標や指導方法を共有することができた。

◆ 互いの授業を参観
➡ 学習内容や指導法を把握することができ，継続性を意識

して指導に生かすことができた。

◆ 第四小と城西中の「CAN-DOリスト形式」の学習到達目標
を一体化

➡ 小中の学びのつながりを視覚化でき，系統性をもって指
導をすることができた。

参会者の声

POINT

先生は，おびや町，城西公園が好き
だと言っていました。だから，僕がお
すすめする場所は土曜市や日曜市を
やっているところです。理由は，あそ
こは先生が好きなイチゴやキウイ，寿
司，たこ焼きなどのおいしい食べ物が
沢山あり，しかも，高知県しかない市
（いち）だからです。（原文）

「行ってみたいと思ってもらえるように」という
目的に沿った内容になっていることを全体で確
認することができる。

中間指導

授業研究会 ２/７時間目（本時）


